
 

【東京大学の問題にチャレンジ！】 

みなさんこんにちは。最近１週間ごとに２キロくらい体重が、減っては増えて減っては増えて…を繰り返し

ている、チーム・スパルタンの北林です 

涼しくなったり暑くなったりしていますが、体調は万全ですか？これから模試もたくさんありますのでしっ

かり乗り切ってくださいね。 

 
さて、最近生徒の皆さんに過去問を解かせることが以前より多くなってきましたが、知識があまりに足りな

い生徒さんもみられます。まずは「知識」をかためてくださいね。特に「年代」。世界史は「いつ」「どこで」

といった基本的なことがわからないと、簡単な問題はもちろん、難問でも対処できません。基本知識を１０

月末までにはある程度つけておいてくださいね。 

今回は東大の問題にチャレンジしていただきましょう。これは E-Lecture の「東大スパルタン」で使用した

問題です。 

東大は、広い視野で世界をとらえる問題が多くあります。また文明の衝突、東西の交流などがよくテーマと

なります。さらに東大のいわゆる「大論述」の場合は、文の構造をきっちりしないと題意を満たしません。

力任せで書いてはいけないのです。 

東大は過去に出題された問題のエッセンスが形を変えて出題される場合が多くあります。よって、東大の場

合は、過去問が一番の対策になるのです。 

その話はおいおいやっていくとして、ではとりくんでいただきましょう。 

 
※時間がない方は、文章を完成させなくてもいいので、自分なら何を書くのか、構想のメモをつくってみて

ください。なお、類題が他大学でも出題されています。東京大学志望以外の方もチャレンジしてください。 

 
問題 

1453 年、オスマン帝国のメフメト２世は、コンスタンティノープルを陥れてビザンツ帝国を滅ぼし、その結

果、地中海世界は東西二つの文明の対立するところとなった。西アジア世界と東ヨーロッパ世界および西ヨ

ーロッパ世界は、ローマ帝国の成立以後、地中海を舞台にしてたがいに長い交流と対立の歴史を重ねてきた。

この間に新しい宗教や文明がおこり、これらの世界の間で人と物と文化の交流が活発に行われた。 

 では、ローマ帝国の成立からビザンツ帝国の滅亡に至るまで、地中海とその周辺地域では、どのような文

明がおこり、また異なる文明の間でどのような交流と対立が生じたのか、下に示した語句を一度は用いて、

解答欄に２０行以内(１行３０字)で記せ。なお、使用した語句に必ず下線を付せ。 
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